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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

グエン  フイ 

ティエン 
・准教授 

Plos ONE: 編集委員 Plos ONE Journals 

グエン  フイ 

ティエン 
・准教授 

BMC Infectious Diseases: 編集委員 BMC Journals 

グエン  フイ 

ティエン 
・准教授 

評議員・日本熱帯医学会機関紙 Tropical Medicine 
and Health 編集委員 

日本熱帯医学会 

グエン  フイ 

ティエン 
・准教授 

Online Research Club (http://onlineresearchclub.org/): 
Founder 

研究を行うには、学生を教えるための非営利

のクラブ 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

水上修作 
・助教 

科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究） 代表 HLA 組換えマウスを用いた CD8 陽性 T 細

胞のデングウイルス防御免疫への関与検討 

水上修作 
・助教 

平成２８年度 熱帯医学研究拠点 一

般共同研究 
分担 生薬由来新規抗マラリア薬の探索 

 

その他 
○特筆すべき事項 

①第14回 医学研究のための倫理に関する国際研修コース/The 14th Nagasaki International Course on Research Ethics  
平成27年6月28日-6月30日開催 

②『第8回世界保健ニーズに応える医薬品研究開発のためのディプロマ・コース』 
平成27年10月20日-10月30日開催 
The 8th Diploma Course on Research & Development of Products to meet Public Health Needs will be held on October 28th to 
November 9th, 2015 
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